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〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所特任教授） 

 続きまして、「マイナ保険証の利用促進等について」を議題といたします。事務局

より資料が提出されておりますので、説明をお願いいたします。 

 

〇厚労省保険局医療介護連携政策課・山田章平課長 

 はい。医療介護連携政策課長でございます。「総－４」をご覧ください。マイナ保

険証の利用促進等について。特にスマートフォンのマイナ保険証利用を中心に、 

ご説明させていただきます。 
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 １ページでありますが、今の利用状況でございます。 

 

 真ん中のグラフでの赤い折れ線でありますが、７月のマイナ保険証の利用件数は

31.43％となっております。 

 

 マイナ保険証の件数、7,810 万件ということで、今までで一番多くなっておりま

す。 

 

 医療機関・薬局の皆さまをはじめまして、関係者の皆さまのご尽力、ご協力に 

感謝申し上げます。 
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 ２ページをお願いいたします。 

 

 「外来診療等におけるスマートフォンのマイナ保険証利用への対応について」で

あります。 

 

 上段がマイナンバーカード。下がスマートフォンとなっております。 

 

 マイナンバーカードでありますが、ほぼ全ての医療機関・薬局でマイナ保険証と

して利用可能な状況となっております。 

 

 一方、その３ポツ目でありますけれども、手続きとして必要になる場合以外での、

日常的に、このマイナンバーカードを持ち歩く習慣がないという方が一定程度、存

在するということでもあります。 

 

 ですので、引き続き、実物のマイナンバーカードによる利用経験が増えていくよ

う取組を進めてまいります。 
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 一方、スマートフォンでございますが、マイナポータルへのログインが簡便にな

り、自身の医療情報の管理・把握が容易になるというメリットがございます。 

 

 また、当然ですが、スマートフォン、日常的に広く利用されております。カード

に加えまして、スマートフォンでも利用できる医療機関・薬局の環境整備を支援し

ていきたいと思っております。 
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 ３ページであります。 

 

 実証事業を行わせていただきました。 

  

 iPhoneでのマイナンバーカード機能の利用が６月 24日より開始しておりまして、

７月、８月、２回に分けて実証事業を行っております。 
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 ４ページがその結果でございますが、左下の表であります。 

 

 15の医療機関などで実施を行いました。 

 

 iPhoneを使われたのが 252名。 

 Androidを使っていただいたのが 69名。 

  

 合わせて 300名少しの実証事業でございました。 

 

 この 15 医療機関、マイナ保険証の利用率は約 50％と高い医療機関でありました

が、その中でスマホの利用割合は１％以下ということではありました。 

 

 ただ、この 300何名、大きな支障なく資格確認ができることが確認されておりま

す。 
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 右側が患者または医療機関・薬局の職員の意見を、主なものを記載しております。 

 

 まず患者でございますが、「カードを出す手間がなくなり、受付がスムーズになっ

た」。また、「持ち歩きによる紛失の心配がなくなった」というポジティブな評価が

ある、ご意見がある一方、 

  

 多かったのが、「スマホの最初の設定が難しかった」、こういう意見が多くありま

した。 

 

 職員のほうからも同様でございまして、来院前にマイナンバーカードのスマート

フォンへの追加を終えてから来院、受け付けををしてほしい。こういう声が強かっ

たと思っております。 

 

 スマホ利用に当たっての必要な事前準備や留意点について周知を図ってまいり

たいと思います。 
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 ５ページ、６ページでありますが、５ページは医療機関・薬局に対応をお願いし

たいこと。 

   

 ６ページは、患者に対応をお願いしたいことという資料をつくっております。 

 

 まず５ページであります。 

 

 本年９月の 19日の予定でありますが、準備の整った医療機関・薬局から順次、ス

マートフォンでのマイナ保険証が扱えるようになります。 

 

 医療機関の対応としましては四角の中の赤字の、３点ございます。 

 

 １点目はカードリーダー、汎用カードリーダーの購入であります。 

 

 ８月 29日よりＥＣサイトの専用ページが開設されます。 
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 申請するという手続きなく、補助上限 7,000円、２分の１補助で、割引後の価格

で購入することができます。 

 

 ２点目は、資格確認端末と汎用カードリーダー等を接続していただくということ。 

  

 ３点目が、スマホ対応施設であることを患者が確認できるステッカーを提示いた

だくということであります。 

 

 このステッカーのほう、後日、支払基金のほうから配布したいと思っております。 

 

 医療機関・薬局側の対応としては３点。 

  

 繰り返しになりますが、 

  

 ・汎用カードリーダーの購入 

 ・資格確認端末との接続 

 ・ステッカーの提示 

  

 をお願いしたいと思っております。 
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 ６ページは患者側での対応でございます。ご自身のスマートフォンがそもそも対

応しているのか、というものもございますが、大きく２点、赤字で書かせていただ

いております。 

 

 来院前にスマートフォンへのマイナンバーカードを追加していただくこと。これ

が１点目。 

  

 ２点目が、医療機関の受付にあるステッカーを事前に確認した上でスマホを持参

していただきたいということであります。 

 

 ９月 19 日からスマートフォンでのマイナ保険証、始まりますけれども、医療機

関・薬局で利用できるのは順次、広がってまいりますので、確認前にスマホだけを

持っていただき、持ってきて、 

 

来院されますと、することがないよう、お願いしたいと周知していきたいという

ふうに思っています。 
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 ７ページでありますが、これは現行の取扱いであります。 

 

 マイナンバーカードを持ってきていただいた、マイナ保険証持ってきていただい

た場合に、 

  

 カードリーダーにかざして、何らかの事情、停電なり何らかの事情で、こう、 

オンライン資格確認が行えなかった場合。 

  

 例えば、マイナポータル画面を掲示したり、過去の情報で請求したり、もしくは

申立書、こういったもので請求したり、 

  

 とにかくマイナ保険証を持ってきていただければ、３割などの保険診療を受けら

れるということの取扱いとさせていただいております。 
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 ８ページでございます。 

 

 スマートフォンでのマイナ保険証の利用、始まるにあたりまして、マイナ保険証

として利用可能なスマートフォンを、マイナー、  

 

 スマートフォンでのマイナ保険証の対応ができる医療機関・薬局に持ってきてい

ただき、それでも、何らかの事情でスマートフォンの読み取りに失敗した場合にど

うするのかということであります。 

 

 赤字が今回の変更、提案部分でございますけれども、マイナ保険証として利用可

能なスマートフォン、 

  

 これが何らかの事情でスマートフォンの読み取りに失敗した場合に、その場でマ

イナポータルにログインし、表示された資格情報の画面を提示していただければ、

患者には３割などの適切な自己負担で保険診療が受けられる。このような取組とで

きないかと考えております。 
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 以降は参考資料でございますので、説明は省略させていただきます。 

 

〇小塩隆士会長（一橋大学経済研究所特任教授） 

 よろしいですか。はい。 
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